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人口

・総人口は、1995年：272千人をピークに減少傾向にある。
・推計値で見ても、総人口は減少する見込みにある。
・老年人口のみ1980年：26千人から一貫して増加傾向にある。

・自然増減数は、1994～2009年の間で増加していたものの、2010年以降では減少。その
減少幅は年を追うごとに大きくなっている。
・社会増減数は、2016～2017年を除き、一貫して減少している。その減少幅は、年を追うご
とに小さくなっている。

人口推移 自然増減・社会増減の推移

出典：地域経済分析システム（RESAS：リーサス）



人口増減・地域間流動①

・総人口は1995～2015年にかけ一貫して減少。それ以降の推計も減少傾向にある。
・死亡数は1995年：1,964人から2019年：3,016人まで、年間で約1,000人増加している。
・出生数は1995年：2,771人から2019年：2,027人まで、年間で約750人減少している。

・いずれの推移も「15～19歳→20～24歳」は転出超になっている。
・年齢を重ねるごとに、転出・転入の差が小さくなる。

出生数・死亡数/転入数・転出数 年齢階級別純移動数の時系列推移

出典：地域経済分析システム（RESAS：リーサス）



人口増減・地域間流動②

・転出数は転入数を上回っている。
・福井市へ転入、転出数では、坂井市・鯖江市の割合が最も大きい。
・石川県金沢市からの転入と転出数は上位5位以内に位置している。

転入数・転出数の上位地域（2020年）

出典：地域経済分析システム（RESAS：リーサス）

転入数内訳 転出数内訳



製造業

・事業所数は、2008年：762所から2019年：577所まで減少傾向。
・従業員数は、2008年：17,835人から2012年：15,915人まで減少傾向にあるものの、
その後一転して、2019年：17,457人まで増加傾向にある。

・「繊維工業」「化学工業」「生産用機械器具製造業」「木材・木製製造品」「プラスティック製
品製造業」の5部門（計285,852百万円）で、全体の6割強を占めている。

事業所数・従業者数・の推移 産業別製造品出荷額等の変化

出典：地域経済分析システム（RESAS：リーサス）

457,452百万円



小売業

・小売業事業所数は、1994～2012年にかけて減少傾向。
・従業者数は、2002年：21,865人から2012年：15,508人へ減少している。
・年間商品販売額は、2007年から2012年にかけて急落した後に、2012年から2016年にか
けて増加傾向にある。
※2007年以降は、日本標準産業分類の大幅改定の影響や、「商業統計調査」と「経済センサス－活動調査」の集計対象
範囲の違い等から、単純に調査年間（表示年）の比較が行えない。

・1994年～2016年を通して「機械器具・その他の小売業」が全体の5割近くを占めている。
・2007年～2012年にかけて全ての業種で減少している。

事業所数・従業者数・年間商品販売額の推移 産業別小売業事業所数の変化

出典：地域経済分析システム（RESAS：リーサス）



小売・卸売業（消費）

・「生鮮・惣菜」の割合は、全国平均の32.81％よりも7%近く大きく、40.02%となっている。

消費の傾向（POSデータ）（2020年4月）

出典：地域経済分析システム（RESAS：リーサス）



その他

・福井市における黒字企業比率は85.2％で、全国平均83.6%を若干上回っている。

・海外との取引金額は、2009年から2018年まで増加傾向にあったが、2019年には減少し
66,153百万円となった。
・2018年から2019年にかけて取引総額が減少したが、北米への輸出は継続して増加している。

黒字赤字企業比率（2016年：すべての大分類） 企業の海外取引額分析（輸出額）：製造業：都道府県単位

出典：地域経済分析システム（RESAS：リーサス）



その他

・「流入進学者」から「流出進学者」を引いた「純流出者」は1.7千人。
・県外からの流入進学者においては、愛知県からの流入が最も多い。
・県外への流出先としては、京都府が最も多い。

流出進学者

都道府県間の流出入状況（同地域間を含む）
（2019年）

流入進学者

出典：地域経済分析システム（RESAS：リーサス）
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番外編



市町村ならびに都道府県を跨いだ人の移動は2020年3月から大きく減少。特に、2020年5月に
おける都道府県を跨いだ人の移動は、2019年同月に比べて90%近く減少していた。一方で、市
区町村内での移動は、2020年3月以降に一貫して2019年の値を超えていた。

出典：V-RESAS



新型コロナウイルス感染症が国内で初めて確認された2020年1月から、都道府県を跨いだ移動
（他都道府県→福井県）は縮小している。以後、都道府県を跨いだ移動が2019年の週平均を超
えた月（左軸:1.0を超えた月）は、2020年8月と12月、2021年7月・8月・12月のみである。

※左軸に記載されている数字（指数）は、2019年同週比を意味するものではなく、2019年の週平均の都道府県を跨いだ移動人口を1とした場合の数字

出典：V-RESAS



都道府県を跨いだ移動（福井県→他都道府県）は、2020年1月から5月まで大きく減少。以後、
2019年の週平均を超えた月（左軸:1.0を超えた月）は、12月第5週のみであった。

※左軸に記載されている数字（指数）は、2019年同週比を意味するものではなく、2019年の週平均の都道府県を跨いだ移動人口を1とした場合の数字

出典：V-RESAS



飲食店情報の閲覧数は、2020年1月から5月にかけて全体的に大きく低下し、6月から11月に
かけて回復するも、12月には再度低下している。2021年4月以降は、2019年同週比を下回って
いた。居酒屋・バーについては、2020年2月以降は、常にマイナスとなり、2019年の閲覧数を超
える月が無かった。

飲食店情報の閲覧数

出典：V-RESAS



2020年6月以降に福井県内で宿泊する福井県民が急増し、2019年同月と比較して大きく上回った
（2020年7月から始まった「GoToキャンペーン」の影響と思われる）。福井県外からの宿泊客は、
2020年9月から12月まで前年同週の水準を上回ったものの、それ以降は前年同週を超えることは
無かった。

出典：V-RESAS



2019年の月平均の宿泊者数を超えた月（左軸の1.0を超えた月）は、2020年11月と2021年12月
のみであった。宿泊者数の構成は、福井県が最多で、次に石川県、大阪府と続いている。

※左軸に記載されている数字（指数）は、2019年同月比を意味するものではなく、2019年の月平均の宿泊者数を1とした場合の数字

出典：V-RESAS



福井県への旅行者は2020年2月以降大きく減少。2020年6月から客足が戻り始め、2020年8月にか
けて回復し、特に12月は大きく増加している。2021年においては11月と12月のみが、2019年の水
準を上回った。

※左軸に記載されている数字（指数）は、2019年同月比を意味するものではなく、2019年の月平均の宿泊者数を1とした場合の数字

出典：V-RESAS


